
 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常的になぜスキップ印刷を行う事になるのか・・・。 

スキップ印刷を行う大きな要因は下記 2点が考えられます。 

1つ目はアニロックスロールが目詰まりを起こしている為、インキ濃度が足りない。 

2つ目は新缶のインキ缶を使って印刷してもインキ濃度が足りない。 

スキップ印刷すると生産性は悪いですよね。どうすれば効率よく生産が出来るか明昌は考えてみました・・！！ 

1つ目に関しては、効果のある洗浄剤を使用して日常洗浄を徹底する事と、定期的に保守洗浄としてブラッシン

グ洗浄を行って、ロールの状態を安定させる事が大事です。それでも改善しない場合は、 

ロール診断を行い、ロール状態を判断した上で次の段階をご提案させて頂きます。（クリーニング等） 

2つ目に関しては、インキ成分の分離が考えられます。新缶のインキ缶であっても、時間経過によって沈澱や分

離が起きています。適当に混ぜてそのまま使うとインキ粘度の高い部分を先に吸い上げて、アニロックスロール

が一時的に目詰まりを起こした状態になり色がかすれたり、濃度が薄く成る事が考えられます。ここで色が薄い

からと言ってスキップ印刷を選択するのではなく、MIXスパイラルを使いインキ缶の底からしっかりと撹拌して

生産して下さい。 

スキップ印刷がなくなることで生産時間の短縮に繋がり、ロスの削減にも繋がります。 

２０２２年５月号（第 1４１号） 

発行者：明昌株式会社 

宮﨑 丹美 

いつもお世話になっております。明昌の別当です。今年は行動制限のない GWでしたね。私は奈良県の吉野川にあま

ご釣りへ行きましたよ。自然に触れてリフレッシュ出来ました。皆様はどうお過ごしになりましたでしょうか。また、

電話の際にお話を聞かせて頂ければ嬉しく思います。気温が高くなって参りましたので早めに熱中症対策をして夏本

番に備えて下さい。 
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コルゲーター用洗浄剤「コルファイン EX」も発売から 2年が経ち、50社のお客様にご愛顧頂いております。 

特に熱盤への評価は高く、毎日実施することでガムピッチも付きにくくなったなどのお声を頂いております。 

先月はお客様から熱盤にニスの塊が付着しており、それが原因でロスが出ていると伺い、明昌スタッフがコルファ

インでの洗浄方法をお伝えしに行って来ました。その後、毎日熱盤を清掃して頂いた結果、ニスの塊が取れて、トッ

プスピード 250m/分で生産しても不具合発生がなくなったというお声を頂いております。夏本番になると工場

内も 40度以上になり、極端に乾燥が早くなります。今の時期に印刷機だけでなく、コルゲーターのお掃除も見直

してみて下さい。生産量が増える夏場に向けて備えあれば憂いなしです‼ 

 

先月お知らせしたウェビナー研修は皆様からご依頼を多く頂いており、週末の予定が埋ってまいりました。 

コロナの移動制限もなくなったことにより、現場での講習のご依頼も増えてまいりました。『フレキソ印刷とは』から

『貴社の印刷機の注意点』まで貴社オリジナルの研修・講習会になっております。 

現在、6月・7月は少し空きがありますので検討中のお客様は早めにお問合せ下さいませ。 


